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　令和元年 9 月29日（日）、飛島村中央公民館ホールにおいて伊勢湾台風60年式典が開催され、名古屋港西部臨
海地帯企業連絡協議会の服部伸一会長が出席しました。
　この伊勢湾台風60年式典は、未曾有の大災害であった伊勢湾台風から60年の節目を迎えるにあたり、132名も
の犠牲者が出た飛島村が主催し、津島市、愛西市、弥富市、あま市、
大治町及び蟹江町の後援を受けて開催されました。
　第１部では、遺族会の方々による献花のあと、主催者である飛島村
村長のほか、来賓である地元国会議員等の挨拶が行われ、荘厳な雰囲
気の中で犠牲者の方々への追悼と、同じ悲劇を二度と繰り返さないと
いう決意が再確認されました。
　第 2 部ではミュージカル「空が落ちてきた日。」が予定時間の 2 時
間を超えて熱演されました。
　今回の伊勢湾台風60年式典を通じ、参加者の皆さんはこの災害で多
くの尊い命が失われたことを改めて心に刻み、行政だけでなく企業や
住民自身が防災への意識を常に高める必要があることをあらためて確
認しました。

　令和元年10月 1 日(火)、組合関係18名の参加者のもと、当組合主催の令和元年度現地研修として、中部森
林管理局名古屋事務所様のご協力を得て、岐阜県高山市地内の一色国有林での木材生産現場見学と、木材
加工関連工場の見学・意見交換会を行いました。
　午前 8 時15分にバスにて中部森林管理局名古屋事務所を出発して、途中道の駅桜の郷荘川で休憩、飛騨
署職員の方と合流し、生産現場を見学しました。その後、岐阜県森林組合連合会一色土場の説明がありま
した。昼食をはさみ、荘川温泉　桜香の湯の熱供給事業と、白鳥林工協業組合の製材加工場を見学し、午
後 5 時25分無事中部森林管理局名古屋事務所に到着しました。

名古屋木材組合主催「現地研修会」開催名古屋木材組合主催「現地研修会」開催

一色国有林木材生産現場その 1 一色国有林木材生産現場その 2 一色国有林木材生産現場その 3

岐阜県森林組合連合会一色土場 荘川温泉桜香の湯　熱供給事業 白鳥林工協業組合

飛島村で伊勢湾台風60年式典開催
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先人 先哲から学ぶ “ 日本の経営思想 ”
「 石門心学 」の開祖、 石田梅岩の説く商人道 ！ ！

名古屋木材組合
西　垣　洋　一

　ＣＳＲ（企業の社会的責任）・ＣＳＶ（共有価値の創造）が叫ばれて久しい中、大企業においてさえ倫理観
の欠如とも言える不正・不祥事が絶えません。木材･住宅業界においても、耐震偽造問題を始め、施工不備問
題、不正融資、粉飾決算疑惑など業界への信用不信を招くような不祥事が相次いでいます。これらは行き過
ぎた“利益至上主義”に起因するものです。しかしながら企業にとって“ 利益 ”とは、社会に貢献した証で
あり、また事業の継続に不可欠なものです。この大切な利益を得るための“ 商人道の原点 ”について日本の
先人・先哲から学んでいきたいと思います。
   石田梅岩（1685～1744）は、江戸時代に活躍した商人であり、石門心学の開祖です。「日本の経営哲学は石田
梅岩に始まる」といっても過言ではありません。梅岩は仕事観や生き方を伝え、「都鄙問答（とひもんどう）」や
「倹約斉家論（けんやくせいかろん）」を記し、その教えが石門心学です。「都鄙問答」は経営の神様と言われた松
下幸之助翁の座右の書でもあります。
　梅岩の思想の根幹にあるものは、商売と道徳の融合です。道徳のないビジネスは、自分が認められたい、自
分が豪遊したいなど、終わりのない強欲主義に陥ります。梅岩は「どうやって儲けるのか」も必要だが、その
根底には「どう生きるか」が大事であると説いています。
　又、武士中心の「士農工商」の身分制度の中にあって「商人が商売で利益を得ることは、武士の俸禄と同じ
だ」と主張、「商人道に則ってお金は堂々と稼いだらいい」として商人の地位や稼ぐことに関する間違った認
識を正しました。梅岩の説く商人道とは、「商売は正直と倹約の心を持って行い、得た利益は、最終的に世の
中のために役立てる」ということです。

「正直」という行為の善悪を決めるものさし（基準）は、自分の内面にあるものであり、その
「心」が許さない行為は、やってはいけない。（石門心学の名の由来）

　石田梅岩の思想は、近江商人の「三方よし」の思想と並んで「日本のＣＳＲ･ＣＳＶの原点」と言われていま
す。営利活動を否定せず、「持続的発展」の観点から、本業の中で社会的責任を果たすことを説き、又、梅岩の
思想は、世界的な動きであるＳＤＧｓ(持続可能な開発目標 )・ＥＳＧ（環境･社会･ガバナンス）の理念とも
合致します。混沌とする国際情勢の中、大変革期を迎える業界にいる我々にとって、「道」を踏みはずすこと
なく持続的発展をし続ける為には、石田梅岩先生の教えを胸に刻んで進むことが大切です。

　組合長

【 石田梅岩－石門心学－の教え 】

【 石田梅岩が残した名言 】

「 正直 」 －

「実（まこと）の商人は先に立ち、我も立つことを思うなり」
・真の商人とは、相手と自分の双方が納得できるように商売をするものだ。
・お客様のことを優先的に考え、正直でいることで信用や信頼を得て仕事ができる。

「二重の利を取り、甘き毒を喰ひ、自死するやうなこと多かるべし」
・儲けしか目に無い人達は目先の欲にかられて後から出る損害のことを考えておらず
   結局自らの行いで首を絞めることになってしまう。

「屏風（びょうぶ）と商人はまっすぐであれば必ず立つ」
・屏風と商人はまっすぐに立たないと言われていたが、屏風は床が平らでないと立てることが
   難しいように、商人も心が平らな床のように正直であればこそ、信用を得られる。

「働くことは、傍（ハタ）を楽にする行為」　傍とは周りの人、他者 etc「 勤勉 」 －
道理にかなうよう自分の立場や経済状態に応じて過不足なく消費するよう財宝を大切に扱
い、それを活用すること。
倹約は、吝嗇（りんしょく 必要な支出さえ出し惜しむこと）・ケチとは本質的に異なる（諺　
倹約と吝嗇は水仙と葱 (ネギ）－見た目は似ているが、まったく違う）

「 倹約 」 －

「天地自然の原理に従っているのか」を追求し続けること (易経の思想 )「 天地自然論 」 －
持敬（じけい）・積仁（せきじん）･知命（ちめい）・致知（ちち）・長養（ちょうよう）「 心学五則 」 －
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広報委員：古賀  亨（㈱ヤマガタヤ）

　今年の弊社のスローガンの一つに「利他の心を育
む」という言葉があります。利他の心について考え
たいと思います。利他の心と言えば稲盛和夫さんが
思い浮かびます。京セラとKDDIの会長です。異な
る分野でそれぞれの企業を世界的企業へと導きまし
た。さらに、2010年に会社更生法が適用され、どん
底状態であったJALを再建し、わずか2年で営業利益
を2000億円に乗せ、見事にV字回復を果たしたこと
でも話題になりました。
　稲盛和夫さんの以下の言葉があります
　利他の心を判断基準にする。私たちの心には「自
分だけがよければいい」と考える利己の心と、「自
分を犠性にしても他の人を助けよう」とする利他の
心があります。利己の心で判断すると、自分のこと
しか考えていないので、誰の協力も得られません。 
自分中心ですから視野も狭くなり、間違った判断を
してしまいます。一方、利他の心で判断すると「人
によかれ」という心ですから、まわりの人みんなが
協力してくれます。また視野も広くなるので、正し
い判断ができるのです。より良い仕事をしていくた
めには、 自分だけのことを考えて判断するのではな
く、まわりの人のことを考え、 思いやりに満ちた「利
他の心」に立って判断をすべきです。
　上記の「利他の心」を判断基準に考えるとは非常
に深い言葉だと思います。特に今までは、「利他」
という言葉自体は聞いたことはありましたが、正直
内容までは知りませんでした。
　・「利他」とは「他人への利益」
　・「利己」とは「自分だけの利益」
　売上向上の為にお客様の満足度を向上させたい思
いで営業をしていたので「利他」の思考も持ってお
りましたが、日々の売上目標達成のためには「利己」
を優先してしまう傾向にありました。常に売上向上
を考えるに当たり自社ファーストの感が咎めずにい
た事が大きな反省ポイントとなり、自分の考え方を
変える必要があることに気づきました。
　人は学び経験し日々成長しますが、一方では自分
を守る為に頑固になり成長が鈍化して後退します。
稲盛さんが仰る「自分だけが良ければ良いという事
では無く」「みんなにとってそれはいいことなのだ」
と「利他の精神」で日々精進致していきます。

「  利  他  の  心 」

　「スポーツにしたしみ、健康な心身をつちかう」

＝“体育の日”。周知のとおり、1964年（昭和39年）

10月10日に東京オリンピックの開会式が行われ、こ

れを記念して1966年から「国民の祝日に関する法律」

に基づき、10月10日を“体育の日”と制定され祝日に

なりました。その後2000年からは「ハッピーマンデ

ー制度」の適用が始まり、10月の第 2 月曜日が“体

育の日”となり現在に至っています。

　慣れ親しんだ国民の祝日である“体育の日”の名称

は、2020年以降「スポーツの日」に改められ、「ス

ポーツを楽しみ、他者を尊重する精神を培うととも

に、健康で活力ある社会の実現を願う」（＝意義）

とされました。〔平成30年 6 月20日公布、令和 2 年

1 月 1 日施行〕暑さが和らぎ運動に適した時期に、

運動会・体育祭などのイベントを開催する学校行事

も数多く行われ、学校の体育のイメージが強いため、

世界的に使われている「スポーツ」を含んだ名称に

変更となるのだそうです。今年が最後の“体育の日”

となりますので、学生時代の懐かしい思い出に浸り

ながら健康的な“体育の日”を過ごしたいと思いま

す。

　そして2020年は東京オリンピック競技大会・東京

パラリンピック競技大会特例措置法が公布され、

2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会

の円滑な準備及び運営に資するため特例が設けられ

ました。〔平成30年 6 月20日施行〕

その特例により2020年に限り東京オリンピック開会

式当日の 7 月24日 （金） に 「スポーツの日」 が移動し

ます。（2021年からは10月の第 2 月曜日が「スポー

ツの日」）

　余談ですが、東京オリンピック開催日程に合わせ

て、「海の日」は開会式前日の 7 月23日（木）に、   「山

の日」 は閉会式翌日の 8 月10日 （月） に祝日が移動し

ます。今から2020年のスケジュール計画を立ててみ

ては如何でしょう。

“  体  育  の  日  ”

広報副委員長：稲田恭子（丸美産業㈱）
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西 垣 洋 一 服 部 伸 一

◆ 広告コーナー

　9月中、蟹江警察署管内の住宅に、警察官を名乗る男が「逮捕した詐欺グループがお宅の連絡先等が
記載された名簿を持っていた。」 「キャッシュカードが不正に使われている。」と電話をかけて、暗証番号
を聞き出し、キャッシュカードを取りに行こうとする詐欺未遂が発生しました。

蟹江署管内で詐欺未遂が発生しました !

・ 他人に暗証番号を教えたりせず、キャッシュカード等も絶対に渡さないで下さい。
・ このような電話がかかってきたら、家族や警察等に相談して下さい。

【防犯上の注意点】

☆☆☆　企業連・防犯協会の要望書を弥富市・飛島村に提出　☆☆☆

　名古屋港西部臨海地帯企業連絡協議会及び西部臨海工業地帯防犯協会（会長は共に服部伸一名古屋港木産協理
事長）は、西部臨海地域に進出している企業の皆さんから出された要望をまとめ、9 月30日に安藤正明弥富市長、
久野時男飛島村長に提出しました。

　名古屋木材組合前広報委員長　大平武志さん（70）＝ 南山が 9 月13日開催の第48回中部グランドシ
ニアゴルフ選手権  京和カントリー倶楽部（6055ヤードパー72）にて141人参加の中、2 アンダーで初優勝
いたしました。
　そして11月に地元三好CCにて行われる日本グランドシニアの出場権を獲得されました。大平さん
は多岐にわたり組合活動に御尽力されていることは皆様ご承知のことと思いますので、ここに御紹
介させていただきました。
　日本グランドシニアでの御活躍を祈念いたします。

2019年9月14日中日スポーツより抜粋

西　垣　洋　一名古屋木材組合　組合長

70歳大平（70）初Ｖ  今月2回目のエージシュート


